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1 . はじめに
シンガポ ー ルでは、 土地の有効利用という観点から、 火葬化を推し進めてき
た。1962年にシンガポ ー ル初の国営の火葬場がマウントヴァノンに建設されて
以降、 土葬から火葬へと徐々に移行し、 シンガポ ー ルの火葬率は現在80バ ー セ
ントを超え、 火葬は主要な葬法となっている[Kong and Brenda 2003 : 61,
The Cremation Society of Great Britain Legal and Research 2013]。しかし、 本格
的な火葬化以前にも火葬の需要が存在していなかったわけではない。日本人墓
應に1910年代に建設された火葬炉は、 在留邦人だけでなく、 他の民族、 とり
わけ西欧人に利用されていた。
先行研究においては、 現存しないこの火葬炉の存在は看過されてきた。日本
人墓地に建設された火葬炉は、 在留邦人の葬法を考える際に、 非常に重要なも
のである。それは、 土葬か火葬かの選択だけではない。「死後、 楊国に還る」、
もしくは、 遺族が「死者を祉国へと運ぶ」手段としての火葬のあり方である。
移民研究においても、 各地の日本人墓地が研究対象となることはあったが、 現
地の在留邦人たちが、 その地において火葬炉を建設し、 いかに利用したかを研
究したものは乏しい。本論では、「死者を母国へと運ぶ」方法としての火葬、
そして日本人墓地の火葬炉が現地において他の民族にも利用され、 火葬の需要
に応えていたことに着目し、 この火葬炉が日本人移民の葬法に果たした役割に
ついて分析したい。
1 墓地の呼称は、「H本人共有墓地」［シンガポ ー ル日本人会 1993:13]、「日本人共同墓地」
［南洋及日本人社 1937: 509]等があるが、 本論文では、 H本人墓地を用いることとする。
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2 シンガポ ー ルにおける移民の流入
シンガポ ー ルは、 マレ ー 半島南端に位置する、 東西約42キロ、 南北約23キロ
の島である。この島は、 19匪紀初頭まで、 イスラー ム王朝のジョホ ー ル王国の
領土であったが、 近代シンガポ ールの歴史は、 イギリスの植民地となったこと
により始まる。1819年、イギリス東インド会社の職員であったスタンフォ ード・
ラッフルズは、 シンガポ ー ルを地域交易拠点として戦略的重要性を認識し、ジョ
ホ ー ル王国の支配者スルタンと条約を結び、 イギリス植民地として領有を開始
した［岩崎 2013: 4, 8]。イギリスによる植民地保護政策の下で貿易が栄え、
政府の干渉を受けない自由企業体制が急成長するに及び、 シンガポ ー ルには文
化の異なるさまざまな地域から多くの人々が集まってくるようになる[Tham
1984=設楽訳 1989: 3]。シンガポ ールは19世紀末以降、アジア系移民のマレ ー
半島、 インドネシア、 タイなどへの出入港として極めて重要な役割を果たして
いた。当時マレ ー 半島の人口密度は低く、 伝統的農業セクター から労働人口を
移動させる事は困難であった。そのため、 華人系やインド系移民が労働力とし
て大量に流入することとなる［清水他 1998 : 6-7 ]。19世紀から20戦紀初頭
にかけての中国及びインドからの移民の流入は、 シンガポ ールのその後の住民
構成の大枠を決定することになった。民族の割合については、 1891年の統計で
総人口が184,554人、 そのうち華人が121,908人（約66パ ー セント）、 マレ 一人
が35,992人（約20パ ー セント）、 インド人が16,035人（約9 パ ー セント） であ
る[Merewether 1892 : 4 7]。1931年の統計においても、 総人口562,866人、 そ
のうち華人が422,492人（約75パ ーセント）、 マレ ー人が65,506人（約11パーセ
ント）、 インド人が51,863人（約 9 パーセント） となっており[Phillips 1953 : 
18]、 人口割合については、 華人が他を圧倒しており、その次にマレ 一人が続く。
これは、 近代シンガポ ールの歴史において共通する傾向である。
3シンガポー ルにおける日本人移民の歴史
シンガポ ール在留邦人は、 2014年の統計では、 35,982人であり、 アジアでは、
中国、 タイ、 韓国に次ぐ在留邦人者数を誇り、 日本企業の進出も多く、 アジア
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経済の主要都市となっている［外務局領事局政策課 2015 : 26]。
しかし、日本とシンガポ ー ルは複雑な歴史的関係をもっている。 太平洋戦争
時には日本軍による占領期があり、敗戦後には在留邦人がシンガポ ー ルから引
き揚げたことによる空白期があった［シンガポ ー ル市政会編1986]。
現在のような日本とシンガポ ー ルの関係が築かれたのは、日本の1950年代の
東南アジアヘの経済進出の活発化「南方回帰」［清水他 1998 : 198]、 そして
シンガポ ー ルにおける「日本から学べ(Learn from Japan)」運動［陸培春1984
＝福永他訳 1986 : 183] が大きな役割を担った。シンガポ ー ルが日本経済を
模範に、経済政策を行い、日系企業を積極的に受け入れていった経緯がある
［同上： 183-190]。以下では、日本軍による占領期以前のシンガポ ー ルにおけ
る日本人の歴史を概観していきたい。
シンガポ ー ルにおける日本人移民の始まりは、1875年以降からのからゆきさ
ん％こよるものであった。その後、からゆきさんの関係者、さらに雑貨商や他
の小売商なども経済活動もシンガポ ー ルヘ渡っていった［南洋及日本人社
1937 : 136-139]。1894年に勃発した日清戦争での勝利、そして日本郵船が1894
年ボンベイ航路、1896年欧州航路を開設したことにより、シンガポ ー ルに移住
する日本人が増加していった［南洋及日本人社 1937 : 138-139、 シンガポ ー
ル日本人会・史蹟史料部 2004 (1998) : 22-23]。徐々に、 在留邦人の中には
ゴム栽培などの事業を展開する者が現れ、在留邦人の従事する業種は、 からゆ
きさんを中心とした商売からゴム栽培や貿易、そして漁業等へと移行していっ
た。 とりわけ、第一次大戦はヨ ー ロッパを主戦場としたため、 参戦した当事国
の輸出力が衰退し、それに乗じて日本企業は安価な工業製品の憔界市場への参
入を達成し、 シンガポ ー ル市場への輸出にも成功した。その結果、日本の商社、
2 「からゆきさん」とは、「唐人行」、「唐ん国行」という言葉がつづまったもので 、 明治期
から大正中期に海外に渡った日本人売春婦を意味する［山崎1975 (1972) : 7]。「からゆき
さん」という語自体は、 第二次世界大戦前の領事報告や文献の中では使用されておらず、 当
時は、「醜業婦」、「賎業婦」、「娘子軍」、「娼妓」、「売笑婦」などの名称が用いられていた。
海外で肉体を売っていた日本人女性を「からゆきさん」と呼ぶようになるのは戦後、 とりわ
け1970年代以降のことであるという［清水他 1998:21]。 本論においても 、 前述の「醜業婦」
などと呼ばれていた女性を「からゆきさん」と用いることとする。
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個人貿易商、銀行、などは、競ってシンガポ ー ルに支店を設置した［清水他
1998: 290]。かかる日本人の経済進出の中、シンガポ ー ルで「廃娼運動」が起
こることとなる。1920年正月、総領事代理の山崎平吉がシンガポ ー ル総領事館
管下の在留邦人の代表を招集し、 自発的廃娼の実行を決議した。この決議は、
堅実な在留邦人の発展をH的としたものであり、当時の在留邦人の事業が好調
であった事とともに、日本軍の戦果によって、在留邦人への眼差しが変化して
いったことが理由となっている。［南洋及日本人社 1937 : 149]。この廃娼の
流れにより、からゆきさんや娘夫の人数は激減するが、日本人貿易商や小売商
が急増しており、在留邦人の人口全体が減少することはなかった［清水他
1998 : 116]。以後も、在留邦人の人口は増加を続け、1930年代には4000人を越
えることとなる ［外務省通商局編 1937]。
一方で、日本軍のアジアヘの進攻が、シンガポ ー ルの在留邦人に影を落とし
た部分もあった。第一次大戦後、日本が中国に提出した対華二十ー カ条要求に
より、シンガポ ー ルにおいて在留邦人への排斥運動が起こる。1919年6月19日
に、日本人街が華人系住民により襲撃をうけ、日本製品が道に投げ捨てられ、
焼き捨てられる事件が発生している［南洋及日本人社 1937 : 242]。以後も、
1928年10月3日には華人300人が日本帝国打破の小旗を手に市内行列［シンガ
ポ ー ル日本人会・史跡史料部 2004: 224]、1931年9月29日に、邦人児童への
投石や暴行による日本人小学校が臨時休校［同上： 224]、1936年8月4日の華
人の集団による日本人倶楽部3への襲撃［南洋及び日本人社 1937 : 433] など、
排日運動がシンガポ ー ルで度々起こることとなる。
太平洋戦争が勃発した1941年12月には、シンガポ ー ルにおいても日本軍の空
爆が開始された。1942年2月に日本軍はシンガポ ー ルに上陸し、シンガポ ー ル
は、「昭南島」と名を変え、日本軍に占領された[Lee Geok Boi 1992 =越田他
訳 2013: 67, 82]。
3 日本人倶楽部は、 1908年に設立された日本人青年会を前身とし、 1922年 3 月に日本人会の
附属事業として創立されたもので、「会員相互の向上親睦を計る」ことを目的とする組織で
あった。事務所はノ ー ス ・ ブリッジ ・ ロ ー ドにあった［シンガポ ー ル日本人会 ・ 史跡史料
部 2004: 81]。
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4. 日本人移民と葬法
4-1 日本人墓地の成立と日本人会のはじまり
シンガポ ー ルにおける日本人の葬法のあり方を見るために、 日本人墓地の成
立過程について見ていきたい。 日本人墓地は、シンガポ ー ル東部、イオ ・ チュー ・
カン ・ ロ ー ド沿いチュアン ・ ホ ー ・ アベニュー に位置する。 日本人墓地は、 現
在「日本人墓地公園(Japanese Cemetery Park)」として管理されている。 シン
ガポ ー ルでは、 土地不足解消のため、 これ以上墓地を拡大しないという方針か
ら、 1973年42カ所の墓地に埋葬禁止令を出した。 日本人墓地もその指定を受け
たことにより、 新たに埋葬をすることが出来なくなった。 現在では、 公園とし
て維持管理されている［安川編 1993 : 10]。
日本人墓地の成立には、 二木多賀次郎が深く関わっている。 二木は、 19世紀
中葉に長野県に生まれ、 1888年にシンガポ ー ルに渡り娼館、 雑貨商、 ゴム園を
経営し成功した。 二木がシンガポ ー ルを訪れた時、 現地西欧人から日本は東洋
の貧弱国とされ、 在留邦人は見下され、 同等に外国人商人と取引する日本人尚
人もほとんどおらず、 日本人女性は無宿の零落者とみなされていた［塩見
1912 : 211]。 彼らが亡くなった時、 その遺体は獄死者及び牛馬の埋葬地に送ら
れ、 あたかも行倒れを処分するようであったという。 二木は、 在留邦人たちの
埋葬について解決策を模索した。 二木が日本人を埋葬する共同墓地を計画した
のは1888年11月のことであった。協力者であった渋谷銀次が、かつて上海にあっ
た本願寺4の慈善会墓地の制度を知っており、 これを参考にしたという。 二木
が自己所有していたゴム林を日本人用の墓地に改修し、 直ちに囚人墓地に埋め
られていた日本人27人の遺骨を見つけ出し、 これを改葬し、 無縁塚の碑を建立
4 上海において1873年日本領事館は日本人居留民の専用墓地を創設するため、 土地を購入し
た。1876年、 東本願寺上海別院が創建されると、 領事館は日本人墓地の管理を委託している。
この上海別院の輪番・蓮琢などが発起人となって法光株式会社を設立し、 間北に日本人火葬
場を1911年に建設している［陳祖恩 200=大里監訳 2010: 184]。
-61-
しだ［南洋及日本人社 1937 : 510]。日本人の墓地設立6と同年の1888年に共
済会（初名は、 慈善会）が発足する。シンガポ ー ル在留邦人は、 男女を問わず
会員となることができるようになった。会費は毎月二十五銭を納付することに
なっており、 日本人の葬送が主な役割となっていた［塩見1912 : 214]。1915年
7月10日大典奉祝会及びシンガポ ー ル日本人会の発足について第一回相談会が
開かれ、 9月12日に日本人会発会式が開かれた［南洋及日本人社1937 : 496]。
日本人会が組織されると共済会と共同で墓地管理を行うこととなった。1942年
2月15日から1945年8月15日の終戦まで、 日本人墓地の管理は、 軍政部と在留
邦人による「湘南奉公会」に委ねられた［安川編 1993 : 9 J。
敗戦後、 1945年10月に第1回引揚船大安丸が出港し、 在留邦人がシンガポ ー
ルから引き揚げていった［シンガポ ー ル市政会編 1987 : 391]。この日本人の
引き揚げにより、 日本人墓地の管理が行き届かなくなり、 寺院の老朽化が進み、
多くの墓石や木標が消滅してしまう［安川編 1993 : 10, 12]。
シンガポ ー ルとの外交関係は、 1952年対日講和条約、 日米安全保障条約が発
効し、 同年10月、 二宮謙総領事が赴任したことから再開する［清水他編
1998 : 207]。1953年、 総領事館に、 敵産処分のまま、 日本人墓地の管理が委ね
られた。以後、 日本人が再びシンガポ ー ルに移住するようになると、 1957年、
日本人墓地の清掃と管理をきっかけに、「日本人クラブ」が発足した［安川編
1993 : 10]。
ここで、 日本人墓地内にある西有寺、 そしてこの寺院の建立を導いた人物、
繹種楳仙について触れたい。彼は曹洞宗の僧であった。1894年にシンガポ ー ル
に渡り、 この墓地に草庵を結んだ繹種楳仙は、 独力で浄財を集め、 1911年に西
有寺の建立を果たした。［南洋及日本人社 1937 : 510]。楳仙は、 西有寺建立
の翌年、 1912年に48歳で亡くなった［安川編 1993 : 217]。後述の二葉亭四迷
5 日本人墓地には、 二木多賀次郎が建立した墓石がある［安川編1993: 136]。 墓石は女性の
もので、 情夫として名を馳せた二木が、 からゆきさんを弔ったものと考えられるという［祖
運輝 2003: 146]。 彼女たちをいかに弔うかは、 情夫として彼女たちを働かせた彼にとって
非常に重要なものであったのであろう。 二木が建立した8基の墓のうち、 埋葬者の性別が判
別できた7基のすべてが女性であった［安川編 1993]。
6 1891年に、 シンガポ ー ル政府から墓地としての正式な使用の許可を得た［同上： 8]。
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の火葬においても、 彼が読経、 葬儀を行ったという記載があり、 彼が生前、 現
地の葬送に深く関与していたことがわかる。
4-2 日本人会と葬送
シンガポ ー ル在留邦人の葬送において、 共済会及び日本人会は、 葬儀や火葬
を行なう際の窓口となっていた。 前述したように、 二木が日本人墓地を設立す
る契機となったのは、 在留邦人が現地において死亡した場合、 埋葬地が牛馬の
骨が埋められるような場所であるという、 在留邦人の埋葬地の問題であった。
そのため、 共済会では、「死者の埋葬及び遺族への弔慰は、 該會が死せる會員
に封せる義務とする所なり」［塩見 1912 : 214]とあり、 共済会の主な役割と
して在留邦人の葬送があった。 日本人墓地の墓誌においても共済会の働きを見
ることができる。 祖運輝は、 共済会が二つの形で死者の埋葬に携わっていたこ
とを指摘している。 ひとつは単独の建墓者として孤立無縁の者を埋葬するケ ー
ス、 もうひとつは死者の縁故の協力者として連名で建墓に携わったケ ー スであ
る。 単独の建立者としての共済会は、 多くの無縁仏とからゆきさんと思われる
女性たちの埋葬に関わっており、 墓地に点在する「精霊菩提」のみが正面に刻
まれている墓石の裏面には共済会の名が建立者として刻まれている［祖運輝
2003: 145-146]。 共済会は、 在留邦人、とりわけ身寄りのない人々の埋葬を担っ
ていた。
在留邦人の葬送に関わる共済会のあり方は、 日本人会発会後も引き継がれて
いく。『新嘉披日本人會會報』の「新嘉披日本人會葬儀及墓地内規」の第1条
には、「新嘉披日本人會ハ日本人ノ死者アル場合申込ニヨリ本内規二従ヒ、 葬儀、
火葬、 埋葬及ビ之ガ執行上必要ナル手績キヲ行フ。」［新嘉披日本人會 1933 : 
25]とあり、 在留邦人が亡くなったとき、 葬儀、 火葬、 埋葬といった一連の葬
送に対して日本人会が関与しており、 後述する火葬炉の利用においては、 日本
人会は他の民族が日本人墓地の火葬炉の利用する際の窓口となっていた。
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5. 在留邦人と火葬
5-1 日本人墓地における火葬炉の建設
日本人墓地にあった火葬炉は、 現在存在していない。 それは、 第二次世界大
戦後、 シンガポ ー ルから在留邦人が引き揚げたことにより、 墓地の管理が行き
届かなくなり、 火葬炉も老朽化が進んだことによる［安川編 1993 : 10]。 日
本人墓地に火葬炉ができた詳細な年月日はわかっていないが、 大正初期、 1910
年代に設立したものであると考えられてきた［シンガポ ー ル日本人会 2007: 
329]。 現地の英字紙には、 1917年に日本人墓地で火葬された事例
7があり、 少
なくとも1917年以前に造られたものと考えられる[The Singapore Free Press 
and Mercantile Advertise, 1917年10月18日］。火葬炉は、 日本人墓地の北端にあっ
た。 1947年に描かれた 「新嘉披日本人墓地俯轍図」［安川編 1993 : 17]には、
煙突を携えた火葬炉の姿が残っている。 火葬炉の形状については、 徳富健次郎
直花）が二葉亭四迷の遺蹟を弔うためシンガポ ー ルを訪れた際に、 この火葬
炉について記述している8。 日本人墓地にあった火葬炉は、 赤煉瓦製のもので、
蒲鉾型の炉を持っていた。 炉には鉄製の扉が付けられており、 火葬をする際は、
炉に棺を入れ、 下から焚く構造であった。 燃料には、 石炭や椰子の葉が使用さ
れ［『東京朝日新聞』 1919年3月24日］、 火葬にかかる所要時間は、 おおよそ5
時間であったという[The Straits Times, 1938年5月8日］。
日本人墓地の火葬炉の利用方法について、 当時の 『日本人會會報』にある「新
嘉披日本人會葬儀及墓地内規」においてどのように定められていただろうか。
日本人墓地の火葬炉は、 日本人以外の外国人にも、 利用することができた。『日
7 この事例では、 サカベというシンガポールで会社を経営している男性が、 インドネシアの
ジャワヘ仕事で赴いたところ、 熱病にかかり、 シンガポールに治療のため帰国したが、 かつ
て日本人街が存在したミドルロ ー ドの日本人病院で亡くなったという。 彼の葬儀と火葬は日
本人墓地で行われ、 彼の遺骨は日本へ送還されたという[The Singapore Free Press and 
Mercantile Advertise 1917年10月18日］。
8 徳富は、 二葉亭四迷が火葬された場所を訪れたいと考え、 H本人墓地を訪れている。 しか
し、 二葉亭四迷が実際に火葬された場所は、 日本人墓地ではなく、 パシパンジャンである。
徳富は、 二葉亭四迷が火葬された場所を日本人墓地だと勘違いし、 二葉亭の火葬跡として新
聞記事を書いている。 また、 徳富はこの炉について「まだ比較的新しく」と表している。［『東
京朝日新聞』1919年3月24日］。
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本人會會報』においても、「外國人ノ死者卜雖モ火葬ノミ行ハントスル時ハ之
ヲ受理スル事アルベシ」［ 新嘉披日本人會1933 : 25]とあり、 日本人が葬俄に
つづき火葬を行う場合は、「遺骸一罷二付銀拾弗」また、 葬儀を行わず火葬の
みを行う場合、「日本人銀戴拾五弗也、 但シ拾歳未満ノ小兒ハ銀戴拾弗トス。
外國人銀五拾弗也門［同上： 26]と定められていた。
日本人墓地に火葬炉が建設された当時、 シンガポ ールには、 日本人墓地の火
葬炉のほかに、 キム ・ ケアット ・ ロ ー ドにある華人系の仏教寺院が火葬炉を所
有していたが、 火葬炉の使用は、 その仏教寺院や僧侶及びその信者に限られて
いた[Eastern Daily Mail and Strais Morning Advertiser 1906年12月15日、 Mates
2005: 311]。 日本人墓地の火葬炉は、 他の民族も利用できる、 開かれた火葬炉
として、 火葬を希望する人々の需要に応えていた。
5-2 日本人墓地の火葬炉建設以前
日本人墓地に火葬炉が建設される以前、 日本人が火葬を行う場合、 インド系
移民が火葬を行っていたシンガポ ー ル西南部にあるパシパンジャン(Pasir
Panjang)の火葬場を使用していた。 日本人が日本人墓地以外の場所で火葬さ
れた例として、 詳細な記述が残っているのが、 二葉亭四迷の火葬の様子である。
以下、 坪内逍遥と内田魯庵が編集を務めた『二葉亭四迷一各方面より見たる長
谷川辰之介君及其追懐一』を元に火葬の顛末をまとめる。
二葉亭四迷は、 1908年から朝日新聞通信員（特派員）としてロシアに赴任し、
取材を行っていた［『東京朝日新聞』1908年6月 1 日］。 ロシアに到着後ほどな
く、 体調を崩していたが、 1909年2月24日ウラジミール太公の葬像を取材しよ
うとしたおり、 寒風に吹かれたことにより体調が悪化し、 肺結核に罹る。 同年
3月友人が彼の病状の悪化を朝日新聞社に連絡すると、 朝日新聞社が二葉亭四
迷の帰国を促した。 本人も了承し4月5日に船で日本へ出発した。 二葉亭四迷
が死去したのは、 彼の乗った加茂丸がベンガル湾上にあった5月10日のことで
9 ただし、 日本人以外が火葬を行う場合、 火葬料50 ドルとは別に、 火葬を担った者に賃金を
支払うことになっていた [The Straits Times, 1938年 5 月 8 日］
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あった。13日、 シンガポ ー ルに到着すると、 領事館の紹介により、 当時、 在留
邦人の共済会会長であった二木多賀次郎に面会し、 火葬の打ち合わせを行った。
しかし、 当時のシンガポ ー ル在留邦人は火葬用の設備を持っておらず、 インド
系移民が火葬をおこなっていたパシパンジャンの火葬場を使用することとなっ
た。
なぜ、 火葬し、 二葉亭四迷の遺骨を持ち婦る必要があったのか。二葉亭四迷
の火葬に立ち会った加茂丸の事務長の報告には「遺骨を持ち蹄る能はざる時は
遺族の悲しみも憮かしと推察いたし断然其の準備に取掛り」［坪内他編
1909 : 16]とあり、 遺骨の送還は、 遺族の心情を配慮したものであった。 また、
もし火葬が許されなければ埋葬せざる得ない状況であったという。
二葉亭四迷の遺体は、 棺に入れられ、 シンガポ ー ルに到着した当日の午後4
時25分に船から降ろされ、 午後 5 時22分パシパンジャンに着き、 釈種楳仙10の
読経後、 午後5時50分着火された。火葬が終わったのは翌日の午前1時過ぎで
あり、 朝6時15分再び楳仙が読経を行うと遺骨の収骨となった。二葉亭四迷の
遺骨を乗せた加茂丸が26日に長崎に着くと、 彼の遺骨の到着を待つ夫人柳子、
東京朝日新聞社代表弓削田精一、ほか親族、 新聞関係者がこれを迎え入れた［同
上： 16-21] 
同様に日本人がパシパンジャンにおいて火葬を行った例として、 シンガポ ー
ル初の日本人婦人産婆11の大藪磯子の事例がある。その様子は、「許可された
設備も何にもない芽の生い茂った山上であった。印度人ば燒いた骨の一小部分
を拾ひ、 他を放棄していくので人骨畳々、 堆くなっている。その上をざくざく
靴で踏み砕いて行くのは氣持ちのよいものではない。その柩は人骨の上に安置
され薪を積み油を漉がれ、 北亡訓山上の一片の姻と消えて行く。」［西村 1936: 
78]と表され、 火葬に立ち会った西村は「僕は新嘉披で死にたくないとつくづ
10 本文中では、「梅仙」とあるが、「楳仙」であると思われる。
11 日本人の産婆を招くことになったのは、 医師の西村竹四郎の妻の妊娠にともない、 現地の
日本人妊婦の不安を解消するためであった。 大藪磯子が訪れるまでは、 日本人の妊婦はマ
レ 一 人の産婆を依頼していたが、 異なる文化、 宗教であるため意思疎通がうまくとれず、 不
衛生であったことから、 H本人産婆の存在が必要となった［西村 1936 : 76-77] 。
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く思った」［同上： 78]との気持ちを述べている。
日本人墓地で火葬炉が設立される以前では、 日本人が火葬を行う場合、 イン
ド系移民の火葬場を使用していた。 これらの事例から、 日本人墓地に火葬炉を
建設する以前から火葬を希望する在留邦人が存在していたことがわかる。 また、
上記のような、 シンガポ ー ルにおける火葬場の設備の欠如、 そして雨天時にも
火葬が可能になる火葬炉の利便性12は、 日本人墓地の火葬炉が利用される際の
大きな理由となったと考えられる。 つまりは、「野焼き」(open-air cremation) 
から火葬炉をともなう施設への移行である。 次の節では、 日本人墓地火葬炉に
おける日本人の火葬、 そして火葬炉を使用した他民族の葬法にも着目し、 移民
文化における火葬炉の役割について考えていきたい。
6. 日本人墓地火葬炉は如何に利用されてきたか
日本人墓地において、 火葬がどのように行われていたのか。 まず、 重要な事
は、 日本人墓地の火葬炉が利用される場合、 その利用者は、 シンガポ ー ルに在
留中の人々だけでない。 二葉亭四迷のように、 航海の途中に亡くなった人々が
火葬のためシンガポ ー ルに運ばれ、 日本人墓地で火葬に付されている。 これは、
日本人以外の外国人においても同様である。 まずは、 実例をみていきたい。
6-1 日本人の火葬炉の利用
日本人使節の火葬
1933年6月にスイスのジュネーブで催された第17回国際労働総会に労働代表
顧問として出席する予定であった日本本製鉄労働組合連合会会長の今岡典ーは、
同年4月12日、 神戸から榛名丸に乗って出帆した。 しかし渡欧の途にあった今
岡は、 5月 1日香港シンガポ ー ル間の洋上で肺炎により死亡した。 5月2日、
榛名丸はシンガポ ー ルに到着し、 今岡はその夕方には日本人墓地にて火葬され
12 二葉亭四迷を火葬する際、「何の設備もなき野天に候へば、 萬ー 降雨の際には如何ともす
る能はず凡て徒努に蹄すべし」［坪内他編 1909 : 16]とあり、 火葬を行う際の天候が、 懸
念されていたことがわかる。
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た。 今岡の遺骨は、 日本の遺族のもとへ送還された。 この火葬には、 同船して
いた関係者とともに在シンガポ ール日本領事館の田村総領事、 そして日本人会
会長の西村義文13が列席した［『朝日新聞』1933年5月3日、 同年5月58、
The Straits Times 1933年5月4日］。
日本人会会長の火葬
1934年12月5日シンガポ ー ル日本人会会長であり、 石原産業専務西村吉夫が
心臓麻痺により、 所用で訪れていたシンガポ ール中央警察署内で亡くなった凡
お通夜は同日自宅にて行われ、 日本人会では、 緊急理事会を開き、 会長の現職
にあった故人に対する礼として、 梅沢副会長を委員長に日本人会会葬を以て、
葬儀を行うことに決定した。 6日午後3時半より西村氏の棺が霊柩車に乗せら
れ、 5マイルほど離れた日本人墓地に向かった。 自宅近くには、 数百人の人々
が車で葬列をなし、 霊柩車についていった。 午後4時10分日本人墓地に到着す
ると社員及び仏教婦人会員に迎えられ、 園内に入った。 葬儀には、 500人以上
の参列者がいたという。 西有寺本堂に棺を移し、 西有寺の僧侶のほか、 本願
寺15、 日蓮宗 16の僧侶も参加し、 読経が一時間ほど続いた。親族及び参列者の焼
香が終わると、 棺を墓地内にある火葬炉に移し、 火葬が行われ、 日本人墓地に
埋葬された[The Strait Times 1934年12月8日， 南洋及日本人社 1937: 431-
432]。
これら事例でわかるように、 日本人がシンガポ ールで亡くなった場合には、
日本人墓地において葬儀が行われ、 そのまま墓地内で火葬が行われる事になる。
13 The straits timesには、 日本人会会長の名が「nisimaga」となっているが、 当時任期中であっ
た西永義文のことであると考えられる［南洋及日本人社 1937: 500] 
14 死因については、 服毒自殺とするものもある［シンガポ ー ル日本人会・史蹟資料部 2004 
(1998) : 225]。
15 1905年太田周教師が派遣されたのが、 本願寺出張所の始まりとなる。1915年桑野淳城が来
星し真宗教会をベンクレ ーン街に設立、 創立6年目に本願寺出張所となった。［南洋及日本
人社 1937 : 512] 
16 1917年（大正4年）前田豊良が日蓮宗仮布教所を開設した［同上： 512]。
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日本人墓地は、 埋葬地というだけでなく、 葬儀の場、 火葬にふされる場でもあ
り、 火葬された遣骨は母国へと送還されることもあった。 シンガポ ー ルの日本
人墓地に火葬炉を所有していたことは、 航海中亡くなった人々の遺骨を送還す
ることの利便性を向上させていったと考えられる。
6-2 西欧人による火葬炉の利用
衛生局長の散骨
1926年よりシンガポ ー ル植民地政府衛生局長を務めていたイギリス人のセイ
ヤ ー ズ(ER Sayers)は、 入院していた総合病院で1935年6月30日亡くなった。
彼は、 1912年からマレー 半島に着任、 ペ ナンで副衛生局長などを歴任した人物
であった。
彼の葬儀は、 ノ ース ・ ブリッジ・ ロ ード沿いにある聖アンドリュ ー ス大聖堂
で午後5時より始まり、 同日、 彼の遺体は霊柩車で、 日本人墓地に運ばれ火葬
された。 翌日、 セイヤーズの遺骨は、 セントジョ ーンズ島近くの沿岸に運ばれ
た。 彼の妻と友人らが乗ったプリンセスメアリー 号が、 セントジョ ーンズ島の
海上近くに錨をおろすと、 対岸に警察官、 日雇い人夫、 島民などが一列に並ん
だ。 警察官らが敬礼を行うと、 海上のサイヤーズ夫人がヤシの葉で作ったリー
ス、 白いユリ、 クチナシを海上に浮かべた。 彼の遺骨は夫人によって散骨され
た。 この地で散骨された理由として、 セントジョ ーンズ島は故人の最も好きな
場所の一 つであり、 夫人がこの地での散骨を希望したという。[The Straits 
Times 1935年7月1, 2日： The Singapore Free Press and Mercantile Advertiser 
1926年12月11日］
アメリカ副領事の母国への送還
1936年6月、 シンガポ ー ルでアメリカ総領事館に副領事として勤めていたス
ロ ー ン(W.D.B Throne)がスマトラでの旅行中、 川に落ち溺死した。 6月22日、
彼はボートで川下りをしていたのだが、 行方不明となり、 彼の遺体は、 3日後
に発見された。 遺体は、 汽船でシンガポ ー ルヘと運ばれ、 翌日プレスビテリア
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ン教会で日本総領事や中国総領事を含む領事館関係者が参列する中、 葬儀が行
われた。 彼の遺体は、 日本人墓地の火葬炉17に運ばれ、 火葬に付された。 彼の
家族は、 妻と子供が一人おり、 故郷であるニュ ー ジャ ー ジーには彼の母が暮ら
している。彼の遣骨は、 骨壷にいれられ、 彼の付の元に送られた。［『南洋商報』
1936年6月26日， The Straits Times 1936年6月26日］
日本人墓地で火葬を行った他の民族には、 イギリス人のみならず、 オ ースト
ラリア人、 アメリカ人が行なった事例がある18。 彼らの葬送方法は、 自身が所
属していたであろう教会で條礼を行い、 その後に、 日本人墓地に運ばれること
となる。 西欧人が日本人墓地の火葬炉を利用する理由については、 家族が遺骨
を彼らの国に持ち帰る場合、 また死者が遺言によって、 散骨などを希望した際
に行うことになっていたという[The Straits Times 1938年5月8日］。 つまり、
火葬は自国に死者を運ぶ手段、 そして散骨を行うための手段であった。
6-3 第二次世界大戦以後の日本人墓地火葬炉
日本人墓地にあった火葬炉の使用は、 第二次惟界大戦後も続いた。1945年の
第二次憔界大戦での日本の敗戦により、 シンガポ ー ルから日本人が引き揚げて
行った。 日本人墓地は敵産処分を受けることとなり、 日本人墓地にあった火葬
炉はSingapore Casket Companyにリ ースされ[The Straits Times, 1948年6月27
日］、 以後も引き続き、 現地の人々に利用されていった。
筆者の管見の限りではあるが、 現地新聞のお悔やみ欄には、 戦後に火葬場を
使用した事例を20件19確認することができた。 日本人墓地火葬の利用が最後に
17 新聞報道では、Yio Chu Kangにある火葬炉となっている。 この地には、日本人墓地があり、
筆者の調査では、Yio Chu Kangに当時日本人墓地以外に火葬炉を有する施設はないため、
この記事の火葬炉は、日本人墓地火葬炉であると考えられる。
18 The Strait Times 1935年5月31日には、オーストラリア技師が日本人墓地で火葬に付された
ことが報道されている。
19 シンガポール国立図書館が運営する新聞検索データベースである「News paper SG」を用
いて、日本人墓地の火葬炉についての記事を検索した。The strait times 1949年8月 3 日、
1952年2月 18日、1953年4 月 30日、同年5 月 12日、同年8月 18日、同年9 月 15日、1954年8
月 19日、1955年8月 2日、1957年5 月 24日、同年9 月 24日、1958年7 月 31日、同年2月 20日、
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表1 戦前のシンガポールにおける土葬・火葬数
: : I �9� 三� I :�:: I :9� 三� I 1�9;:; 1 1�� そ三：
確認された日付は、1962年6月19日である[The Straits Times, 1962年6月19日］。
戦後においても、日本人墓地の火葬炉が、現地の人々の需要に応えていた姿を
うかがい知ることできる。
6-4 火葬の需要
太平洋戦争以前のシンガポールでは、表1 20にあるように、士葬が主流であ
り、火葬を行なう者は、少なかった。これは、人口の大多数を占める華人が土
葬を好んだことによる。シンガポー ルには、前述のようにインド系移民の火葬
場のほか、仏教寺院の火葬炉等があったが、仏教寺院の火葬炉は僧侶やその信
徒に限られていたため、日本人墓地の火葬炉は火葬を希望する西欧人の受け皿
となっていた。日本人墓地において火葬を行った人々の人数や氏名を詳細に残
している資料は少ない。しかし、日本人墓地にあった火葬炉が、火葬を求める
人々の需要に応えていたことが、当時の新聞に報道されている。 1937年、日本
人墓地火葬炉において39名が火葬された。内訳は、日本人33名、西欧人が6名
である[The Straits Times, 1938年5月8日］。この年の統計では、西欧人の死
者数は58人[Phillips 1953 : 18]であり、およそ10パ ー セントの遺体が日本人
墓地で火葬されたことになる。また、日本人を含む「その他門の死者が114人
［同上： 18]であったことから、最低でも30パーセント以上の日本人が火葬さ
れていることがわかる。
1959年7月20日、同年12月8日、同年12月22日、1960年5月21日、同年10月23日、同年12月
14日、1961年6月16日、1962年6月19日。
20 表1を作成するにあたり、1936年から1940年の Administration Report of The Singapore 
Municipality for The Year に掲載された保健局の報告書を参照した。
21 民族分類で「西欧人」、「ユー ラシアン」、「華人」、「マレ ー人」、「インド人・パキスタン人」
以外の民族を指す [Phillips 1953 : 18]。
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在留邦人の遺骨は、 日本への送還や、 日本人墓地での埋葬の他に、 戦前に建
てられた日本人墓地中央部にある納骨堂、 本願寺別院での保管、 そして1942年
に設立された昭南島忠霊塔22の納骨堂に納められた［安川編 1993 : 19]。1952
年には、 日本人墓地の納骨堂に氏名が記載された骨箱が50�60個あったと、 総
領事であった二宮謙が報告しているが［『朝日新聞』1952年11月15日］、 現在日
本人墓地にある納骨堂には、 二体の遺骨が納められているのみであり［安川編
1993 : 19]、 保管されていた遺骨は日本へと送還されたと考えられる。
7. 日本人墓地の墓誌からみる日本人の葬法一墓石建立の減少傾向
1980年代に行われた調壺によれば、 シンガポ ー ル日本人墓地において、 現存
する墓標は1,014柱あり、 そのうち没年が判明しているのは519柱である。これ
を時代別に分けると明治時代(11年�45年） 309柱、 大正時代（元年�15年）
122柱、 昭和時代（元年�48年） 88柱となっている［安川編 1993 : 9, 11]。 ま
た木標を建て埋葬したものの多くは消失し、 石標でも小さく無名、 もしくは没
年の判然としないものも多い。このような墓については、 からゆきさんの墓と
推察されるという［同上： 223] 23。実際に、 没年及び享年が読み取ることがで
きない石標の多くが、「共済会」によって建立されたものであり、 その性別の
割合も圧倒的に女性が多くなっている。
日本人墓地の墓誌についての主要な研究に、 祖運輝の日本人墓地における死
者のアイデンテイティ、 そして「埋葬の義理」についての研究がある。 祖運輝
は、 埋葬義務の土台に社縁が大きく作用していることを指摘している［祖運輝
2003 : 127]。しかし、 火葬が移民にとって母国へと戻る方法であったことを
22 昭南忠霊塔は、 1942年9月10日に除幕式が行われた。 その裏手には、 木造瓦葺の納骨堂が
設けられた。さらに後方には、 木製十字架型の「イギリス兵戦死者供養塔」も建設された。［『朝
日新聞』1942年9月11日］
23 1919年、 墓地を訪れた徳富薦花も、 小さな木標の墓の多さを述べており、 ほとんどが大正
（記事が書かれたのが大正8年であったため、 大正元年からの8年間）のものであったと報
告している。その木標の下に埋葬されている者の出身地は九州が多いという［『東京朝日新聞』
1919年3月24日］。 からゆきさんや彼女たちの手配をおこなう籟夫も、 九州出身者が多く、
その半数近くが長崎であった［清水他 1998 : 31. 37]。
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考慮に入れる必要があるのではなかろうか。 そこで本節では、墓地に埋葬され
た人々は、 日本に戻る術がなかった、もしくはシンガポ ー ルに埋葬されること
を望んだ人々であると言う仮説を立て、墓の建立傾向及び建立者の属性につい
て考察を行いたい。
在留邦人人口
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在留邦人の人口推移と墓建立数
日本人墓地の現存する墓石で没年が明らかなものをまとめて筆者が作成し
この図で明らかとなっているように、た図24が、上記のものである。 日本人墓
地の傾向として、年間の墓石建立数が1910年代を境に減少していることがわか
る。 在留邦人の死亡数の統計がなく、死亡者数と比較することができないが、
人口統計とともに見てみると、1870年�1910年にかけては、在留邦人の人口の
増加とともに、墓石の建立数が増加していく。 しかし、1910年以降、人口の増
加に反し、建立数は減少傾向を見せている。 死亡者数が明らかになっている
1933年版の『日本人會會報』では、1932年度の死亡者は54名とある ［新嘉披日
24 上記の図を作成するにあたり、『シンガポ ー ル日本人墓地一写真と記録改訂版」(1993)に
記載されている墓誌の情報を参考にした。 シンガポ ー ルでは1941年12月より日本軍の空爆が
開始され、 1942年 2 月日本軍はシンガポ ー ルに上陸しており[Lee Geok Boi 1992 =越田他
訳 2013 : 67, 82]、 かかる戦闘での死者が相当数いること［安川編1993 : 17, 212-213]を
考慮し、 1940年までの墓誌情報 から戦前の在留邦人の埋葬の傾向を分析する。 表を作成する
にあたり、 人口統計については、『官報』1905年12月27日、『海外在留本邦人職業別人口調査
一件』第4, 14, 19,21,32巻、 シンガポ ー ルで実施された1891年、 1931年の統計調査を用いた
[Merewether 1892, Phillips 1953]。
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本人會 1933 : 59]。これを日本人墓地にある墓石と対照すれば、 現存する墓
石で1932年度に亡くなった死者を埋葬したのは、永峯岩太郎の墓（墓石番号 c-
175)のみである［安川編 1993 : 84]。墓の建立が減少傾向へと移行する時期
は、 日本人墓地で火葬炉が建設された1910年代と重なる。これは、 火葬炉の建
設以後、 日本人墓地に埋葬する葬法から、 火葬し、 死者を日本に送還するよう
な葬法へと移行していったことを表わしているのではなかろうか。
火葬炉の建設とともに、 変動要因となり得る存在がある。それは「家族」の
増加である。 祖運輝は、 埋葬の義務において社縁が血縁と地縁と同等の重要性
を持っていると指摘し、 墓誌が描く死者像は、 血によって繋がりながら、 地に
よって繋がっているイエの成員であるが、 海外で埋葬を執り行うのは、 遺族で
はなく死者が生前属していた社会集団であるとしている［祖運輝 2003 : 147-
148]。
筆者は、 建立者の属性が明らかになっている
墓誌から、 右の表2のようにまとめた巴表2
にあるように墓石に刻まれた埋葬者の名と、 建
立者の名を照らし合わせると、 両親や兄弟に
よって建立されたものは、 建立者と埋葬者の名
がわかる墓石全体の10パーセントに満たず、 同
表2 建立者属性
《建立者属性》 墓 数
家 族 16 
同 姓 29 
異 姓 291 
合 計 326 
姓者による建立と合わせても、 およそ14パーセントにとどまっている。確かに、
日本人墓地においては、 墓の建立者は、 会社、 共済会、 異姓の者が多数をしめ
ており、 家族が建立した墓石は、 かなり少ない。墓誌においては、 死者の家族
は姿を消しているといえるだろう。しかし、 この建立者の傾向が在留邦人の葬
法そのものを表していると考えてよいのであろうか。なぜなら、 シンガポ ー ル
における在留邦人の増加は、 その「家族」の増加をともなうものであるからで
ある。1919年においては、 在留邦人人口は3,561人、 職業従事者とともにシン
25 墓誌に姉、 夫など親族と確認できるものを「家族」と分類した。「同姓」には、 異姓と同
姓者の連名での建立1基、 共済会と同姓者の連名での建立1基を含む。「異性」には、 友人、
共済会、 軍隊、 会社、 そして天理教教会が建立した墓を含めた。
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ガポ ー ルに渡った家族の人数は、 711人［外務省通商局編 1920]、 1928年の統
計では、 在留邦人3,611人のうち家族1,233人となっている［外務省通商局編
1929]。1928年にあっては、 家族の割合が30パ ー セントを超えており、 日本か
らシンガポ ー ルヘ移住した日本人たちの多くが家族を同伴、 もしくは当地で家
族を持っていたことがわかる26。家族の存在は、 看過できるものではない。な
ぜなら火葬による遺骨の送還が可能になった1910年代以降、 本来、 祖運輝のい
う「埋葬の義務」を負うであろう家族の存在は、 主要な遺骨の運搬者ともなり
得るからである。シンガポ ー ルと同様に日本人移民が火葬炉を設立した上海に
おいては、 在留邦人が亡くなった時、 全ての死者が日本人墓地で火葬に付され、
多くの遺骨が遺族によって日本に持ち帰られたという［陳祖恩 2006=大里
監訳 2010 : 185-186]。アジア以外の地域においても同様に、 ブラジル日本人
移民の事例では、 心情的には、 ブラジル社会の成員であるというよりは、 外出
中の日本社会構成員、 故郷の家の成員であり、 彼らの死は、 ブラジルでの永住
心が確定するまでは「客死」であり、 移民の乗って来た移民船で、 木箱に入れ
られ白骨として故郷に帰った「骨の帰国者」の存在があった［前山 2003: 
157]。栂国への遺骨の送還は、 日本人移民の葬送において広く普及しており、
シンガポ ー ルにおいても同様に遺骨の送還が行なわれていたと考えられる。
その一方で、 家族墓がみられるようになるのも、 1920年代以降である。日本
人墓地における「家族墓」のあり方にも着目すれば、「00家之墓」や「00
家先祖代々之墓」と明記されたものは、 日本人墓地内に6基みられる［安藤編
1993]。中には、 1937年及び1945年に亡くなった死者を祀るため1966年に建立
された墓石（墓番号A-23)、 同様に1942年及び1947年に亡くなった死者を祀
るため1957年に建立した墓石（墓石番号E -328) がある［同上： 33, 174]。
敗戦後日本人が引き上げた空白期間があったことを考慮に入れれば、 シンガ
26 「家族」の増加に伴い、 新嘉披日本人小学校が1912年（大正元年）に設立する。 児童数は、
当初26名ほどであったが、 1936年には423名と大きな増加を見せている［シンガポール日本
人会・史蹟史料部 2004 (1998) : 52-53]。 また、 英領マラヤ全体の統計では、 1931年に在
留邦人人口6,454人のうち、「無業主トシテ従属者」の人口は2,760人［外務省通商局編
1932 : 30]、 1936年では、 7,185人のうち「従属者（家族）」は3,063人［外務省調査部
1936:61-62]となっており、 家族の割合が半数近くに迫っていることも着目せねばならない。
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ポ ー ルを遣族が家族の「永眠の地」と認識し、 建立したことがわかる。 他の4
基の「家族墓」においても、 ほとんどが1920年代以降に死亡したものであった
ことからも、 死後日本に還るという選択肢があった中、 シンガポ ー ルを永眠の
地と選んだ人々であると考えられるだろう。
8. おわりに
20世紀初頭のシンガポ ー ルは、「火葬」の普及における過渡期にあったと考
えられる。 それは、 主にインド系移民が行なっていた火葬用の施設をともなわ
ない火葬（野焼き、 open-air cremation)から、 日本人墓地で行われていたよう
な火葬炉を使用した火非への移行をともなうものであった。
20匪紀初頭、 日本人移民は、 海を渡り、 現地において火葬炉を設立していっ
た。 日本人移民による火葬炉は、 シンガポ ー ルだけでなく、 中国においても、
同様に見られる。 前述の上海、 そして香港では、 火葬炉の利用者は日本人だけ
に限られておらず、 現地の人々、 そしてその地を訪れていた西欧人も使用する
ことが出来た[The Straits Times 1921年1月5日］。 火葬炉を用いた日本人墓地
における火葬を「近代火葬」とするなら、 シンガポ ー ルにおいて他民族にも開
かれた火葬炉として、 人々の「近代火葬」の需要に応えた重要な存在であった
といえるであろう。
また、 火葬による「死者の送還」という視点に立てば、 19世紀後半から多く
の日本人がアジアヘ渡った当時が、 日消戦争や日露戦争といった戦火の時代で
あったことも考慮に入れなければならない。 日清戦争時には、 遼東半島におい
て日本人兵士の遺骸を火葬に付し、 日本への送還がなされた［『東京朝日新聞』
1895年8月22日］。 日露戦争後には、 1李虜となりロシアで亡くなった軍人、 船
員の計33名を火葬し、 日本へ送還することに決まったが、 ロシアには火葬の施
設がなく、 遺骸を汽車で運び、 ドイツのハンブルクの火葬場で火葬されている
［『東京朝日新聞』1908年11月29日］。 この伴虜の火葬において、 尽力したハン
ブルク火葬場の理事ブランケヘッフは、 当時の内閣総理大臣桂太郎から、 叙勲
を受けている［アジア歴史資料センタ ー 1909]。 これらの事例でわかるよう
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に死者を如何に母国へと送還するかは重要な問題であり、 火葬がその主要な手
段であったのである。
本論で見られた在留邦人による火葬炉の建設、 そして遺骨の送還は 、 働く場
としての海外、 そして死後、 還る場としての母国という存在を明確化していく。
海外輸送ネットワ ー クの構築や、 火葬炉の設立は日本人移民の葬法において、
「死後の送還」という新たな選択肢を与えたものと考えられる。
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Japanese Immigrant Community and Cremation 
- Prewar Japanese Community in Singapore
Kenta Takasao 
In the beginning of the 20th century, Western expatriates and Japanese 
immigrants to Asian countries were among the first to show interest in modern 
cremation. The crematorium in Shanghai was built by Japanese in 1925, followed 
by one in Hong Kong and another in Dalian in 1927; Japanese established the 
crematorium in Singapore in 1910s. These crematoria were the first crematoria 
accessible to the public in these regions. Japanese immigrants did not only establish 
crematoria in China and Singapore, but also were often requested to cremate the 
bodies of other nationals, especially Westerners . 
One of the main reasons why immigrants and expatriates actively adopted 
cremation was thought to be the wish to be returned to one's home country after 
death. Colonialism and internationalism encouraged people to emigrate to other 
countries. However, whether the remains should be sent back to the home country 
or buried in the country where they had lived was a dilemma faced by many 
immigrants and expatriates. The development of cremation enabled people to send 
the ashes of the deceased back to their home countries thus fulfilling the wish of 
the departed. I will try to demonstrate the influence the wish had towards the 
accepting of modern cremation within immigrant society. 
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